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統合基本計画案に示されたスケジュール

施設整備計画に示された事業スケジュール

施設整備計画における浄水場別の主な事業および管路事業

統合協議会であいさつする熊谷知事

九
十
九
里
・
南
房
総
事
業
体
、県
水
道「
統
合
協
議
会
」

全
調
整
項
目
を
承
認

　

26
年
４
月
実
現
目
指
す

　
統
合
基
本
協
定
の
締
結
者

は
、
県
、
県
企
業
局
、
九
十
九

里
地
域
13
市
町
村
、
南
房
総
地

域
８
市
町
、
九
十
九
里
地
域
水

道
企
業
団
、
南
房
総
広
域
水
道

企
業
団
。

　
統
合
基
本
協
定
で
は
、
県
企

業
局
が
水
道
事
業
、
工
業
用
水

道
事
業
、
造
成
土
地
管
理
事
業

に
加
え
、
九
十
九
里
地
域
と
南

房
総
地
域
の
水
道
用
水
供
給
事

業
が
事
業
統
合
し
た
水
道
用
水

供
給
事
業
を
経
営
す
る
こ
と
を

定
め
、
▽
統
合
基
本
計
画
の
内

容
▽
職
員
の
勤
務
条
件
な
ど
▽

資
産
な
ど
の
整
理
▽
水
道
用
水

供
給
料
金
体
系
▽
財
政
措
置
▽

市
町
村
水
道
総
合
対
策
事
業
補

助
制
度
の
適
用

―
を
合
意
事

項
と
す
る
。

　
統
合
基
本
計
画
の
期
間
は
、

26
年
度
か
ら
45
年
度
ま
で
の
20

年
間
。
統
合
基
本
計
画
に
は
、

施
設
整
備
計
画
や
財
政
収
支
計

画
を
含
む
。

　
人
口
減
少
が
進
み
有
収
水
量

が
減
少
し
て
い
く
見
通
し
の

中
、
施
設
の
更
新
な
ど
を
行
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
も
の
の
、

技
術
職
員
の
確
保
も
難
し
い
現

　
九
十
九
里
地
域
・
南
房
総
地
域
の
水
道
用
水
供
給
事
業
体
と
県
営
水
道
の
統
合
協
議
会
の
第

10
回
が
、
12
日
に
県
庁
本
庁
舎
５
階
特
別
会
議
室
を
本
部
と
し
て
ウ
ェ
ブ
会
議
形
式
で
開
か
れ

た
。
統
合
基
本
計
画
案
と
統
合
基
本
協
定
素
案
を
提
示
し
た
ほ
か
、
全
調
整
項
目
１
１
９
項
目

の
う
ち
残
る
４
項
目
に
つ
い
て
承
認
を
受
け
た
。
今
後
は
、
12
月
下
旬
の
第
11
回
で
統
合
基
本

計
画
を
決
議
し
、
２
０
２
５
年
１
月
中
旬
の
統
合
基
本
協
定
締
結
を
経
て
、
26
年
３
月
31
日
に

九
十
九
里
地
域
水
道
企
業
団
と
南
房
総
広
域
水
道
企
業
団
を
解
散
。
同
年
４
月
１
日
に
統
合
を

実
現
す
る
運
び
。

状
で
は
、
既
存
の
事
業
体
単
独

で
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
は
困

難
。
そ
こ
で
、
統
合
に
よ
り
水

道
用
水
供
給
事
業
に
係
る
経
営

基
盤
を
強
化
し
て
適
切
に
対
応

し
、
財
政
措
置
を
活
用
し
て
料

金
上
昇
を
抑
制
し
な
が
ら
、
将

来
に
わ
た
っ
て
地
域
へ
の
安
定

給
水
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
と

す
る
。

　
ま
た
、
施
設
整
備
計
画
は
、

老
朽
化
が
進
み
、
ま
た
は
耐
震

性
に
欠
け
る
施
設
・
設
備
に
つ

い
て
計
画
的
な
更
新
を
図
る
も

の
。
統
合
か
ら
20
年
間
の
総
事

実
施
設
計
を
再
々
公
告

　

岩
井
水
源
地
の
発
電
設
備

柏 市
　
柏
市
は
12
日
、
「
岩
井
水
源

地
更
新
工
事
設
計
業
務
委
託
」

の
事
後
審
査
型
一
般
競
争
入
札

を
再
々
公
告
し
た
。
同
業
務
に

つ
い
て
は
、
８
月
６
日
に
当
初

公
告
し
、
９
月
17
日
に
再
公
告

し
た
が
、
い
ず
れ
も
参
加
者
が

お
ら
ず
不
調
と
な
っ
た
。
再
々

公
告
に
当
た
り
、
積
算
方
法
を

見
直
し
、
予
定
価
格
を
変
更
し

た
。

　
21
日
か
ら
26
日
ま
で
入
札
書

の
提
出
を
受
け
付
け
、
27
日
に

開
札
す
る
。
委
託
期
間
は
２
０

２
６
年
３
月
18
日
ま
で
。
委
託

料
は
、
当
初
予
算
に
24
〜
25
年

度
を
期
間
と
す
る
総
額
７
８
９

９
万
円
の
継
続
費
を
設
定
し

た
。

　
岩
井
水
源
地
は
、
岩
井
８
０

２
―
４
に
所
在
。
敷
地
面
積
は

１
万
２
８
０
７
㎡
。
北
千
葉
広

域
水
道
企
業
団
か
ら
受
水
し
て

い
る
。
給
水
能
力
は
１
日
当
た

り
１
万
３
３
０
０
㎥
。
１
９
７

８
年
４
月
に
給
水
を
開
始
し

た
。

　
水
源
地
の
自
家
発
電
設
備
、

新
館
お
よ
び
旧
館
の
受
変
電
設

備
、
そ
の
他
付
帯
設
備
の
更
新

工
事
を
２
０
２
６
年
度
に
実
施

す
る
予
定
。
老
朽
化
に
対
応
す

る
と
と
も
に
、
分
散
し
て
い
る

設
備
を
集
約
し
、
災
害
時
の
安

定
給
水
の
維
持
を
図
る
。

分
し
て
経
理
を
行
っ
た
上
で
11

年
目
に
統
一
す
る
ほ
か
、
全
て

の
末
端
給
水
事
業
体
が
統
合
に

よ
る
水
道
用
水
供
給
料
金
の
上

昇
抑
制
効
果
を
享
受
で
き
る
よ

う
、
統
合
後
10
年
間
は
末
端
給

水
事
業
体
事
ご
と
に
基
本
料
金

を
調
整
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
統
合
に
伴
う
財
政
措
置
と
し

て
、
国
の
防
災
・
安
全
交
付
金

（
広
域
化
事
業
）
を
活
用
。
県

は
、
統
合
後
の
水
道
用
水
供
給

事
業
の
経
営
安
定
化
の
た
め
、

統
合
後
10
年
間
は
水
道
用
水
供

給
事
業
会
計
に
対
し
、
一
般
会

計
繰
出
金
を
定
額
（
市
町
村
水

道
総
合
対
策
事
業
補
助
金
振
替

分
約
17
・
６
億
円
／
年
、
県
追

加
負
担
分
２
・
３
億
円
／
年
）

で
負
担
。
市
町
村
は
、
用
水
供

給
料
金
を
引
き
下
げ
る
た
め
、

統
合
後
10
年
間
は
水
道
用
水
供

給
事
業
会
計
に
対
し
て
年
２
・

３
億
円
を
支
出
す
る
。

　
会
長
の
熊
谷
俊
人
知
事
は
冒

頭
、
「
本
日
は
、
残
る
事
務
事

業
の
調
整
方
針
に
加
え
、
こ
れ

ま
で
に
承
認
い
た
だ
い
た
内
容

な
ど
を
取
り
ま
と
め
た
統
合
基

本
計
画
の
案
や
、
統
合
に
関
わ

る
重
要
な
事
項
を
確
約
す
る
統

合
基
本
協
定
の
素
案
に
つ
い
て

協
議
い
た
だ
く
」
と
説
明
。
ま

た
、「
統
合
の
協
議
は
大
詰
め
を

迎
え
た
」
と
の
見
方
を
示
し
、

引
き
続
き
中
長
期
的
な
視
点
で

の
理
解
と
判
断
を
求
め
た
。

　
今
回
、
承
認
さ
れ
た
調
整
項

目
は
▽
職
員
の
給
料
の
取
り
扱

い
▽
初
任
給
・
昇
格
・
級
別
標

準
職
務
基
準
の
取
り
扱
い
▽
職

員
の
手
当
（
通
勤
、
特
殊
勤

務
、
時
間
外
、
そ
の
他
）
の
取

り
扱
い
▽
各
種
協
議
会
な
ど
の

取
り
扱
い
。

県空衛協の要望事項
〈１面参照〉

県土整備部と意見交換

【
直
接
発
注
（
分
離
発
注
）
推

進
に
つ
い
て
】

　
○
千
葉
県
発
注
工
事
に
お
い

て
は
原
則
、
直
接
（
分
離
）
発

注
方
式
を
採
用
し
て
お
り
感
謝

申
し
上
げ
る
。
今
後
も
、
品
質

の
確
保
と
適
正
価
格
で
の
施
工

が
で
き
る
よ
う
「
分
離
発
注
」

を
要
望
す
る
。
設
備
専
門
の
技

術
を
有
す
る
企
業
が
、
発
注
者

の
ニ
ー
ズ
に
直
接
応
え
る
こ
と

に
よ
り
、
高
品
質
の
設
備
を
提

供
し
、
顧
客
満
足
度
を
高
め
る

と
と
も
に
、
関
係
各
所
へ
の
迅

速
な
対
応
や
コ
ス
ト
増
大
防
止

に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
入
札
・
契
約
制
度
、
総
合
評

価
に
つ
い
て
】

　
○
入
札
時
の
質
疑
の
締
切

が
、
入
札
参
加
資
格
提
出
と
ほ

ぼ
同
時
期
の
た
め
、
図
面
内
容

確
認
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
状

態
に
あ
る
。
図
面
精
査
と
現
場

確
認
が
で
き
た
状
況
で
質
疑
を

作
成
し
た
い
た
め
、
期
間
の
延

長
を
要
望
す
る
。

　
○
入
札
時
の
施
工
計
画
策
定

に
関
し
て
、
課
題
内
容
が
シ
ン

プ
ル
で
少
々
意
図
を
汲
み
づ
ら

い
。
課
題
に
つ
い
て
策
定
背
景

等
の
説
明
が
あ
れ
ば
、
具
体
的

な
提
示
に
繋
が
る
。

【
設
計
・
積
算
に
つ
い
て
】

　
○
働
き
方
改
革
に
よ
り
一
人

当
た
り
の
労
働
時
間
の
削
減
が

必
要
と
な
る
中
で
、
一
現
場
に

携
わ
る
人
数
増
加
分
を
経
費
等

で
加
味
し
て
頂
く
よ
う
要
望
す

る
。

　
○
機
器
周
り
の
２
次
側
電
源

工
事
に
お
い
て
、
設
計
図
で
本

工
事
に
含
む
と
、
文
章
化
さ
れ

て
い
る
が
図
化
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
や
、
数
量
内
訳
に
も
項
目

記
載
が
な
い
た
め
積
算
対
応
が

で
き
ず
、
施
工
会
社
の
負
担
と

な
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
本
工

事
に
含
む
の
な
ら
、
図
化
や
数

量
内
訳
の
提
示
を
お
願
い
し
た

い
。

　
○
全
面
改
修
工
事
に
お
い

て
、
撤
去
図
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
と
な
っ

て
い
る
が
天
井
解
体
着
手
後
に

躯
体
が
図
面
と
違
っ
た
り
、
撤

去
図
に
な
い
ダ
ク
ト
・
配
管
な

ど
が
判
明
し
た
。
コ
ス
ト
に
も

大
き
く
関
わ
る
の
で
、
設
計
段

階
で
の
調
査
不
足
を
な
く
し
て

頂
き
た
い
。
天
井
解
体
後
の
調

査
や
設
計
見
直
し
期
間
を
、
あ

ら
か
じ
め
設
定
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

　
○
積
算
と
設
計
図
に
相
違
が

み
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
対

応
に
時
間
を
割
か
ね
ば
な
ら
な

い
た
め
、
出
件
前
に
確
認
を
願

い
た
い
。
改
修
工
事
の
設
計
内

訳
書
に
つ
い
て
、
数
量
が
一
式

に
な
っ
て
い
る
項
目
（
土
工
事

・
撤
去
工
事
・
は
つ
り
補
修
工

事
・
穴
あ
け
貫
通
補
修
等
）
は

「
別
紙
明
細
」
が
公
開
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
公
開
し
て
頂
き

た
い
。

　
○
Ｇ
Ｈ
Ｐ
（
ガ
ス
・
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
エ
ア
コ
ン
）
導
入
な
ど

に
よ
り
、
専
門
工
事
の
外
注
費

が
、
人
手
不
足
も
あ
り
高
騰
し

て
い
る
。
長
期
間
工
事
の
場
合

は
、
機
器
の
現
場
納
入
時
期
が

相
当
先
に
な
り
、
工
事
原
価
高

騰
の
先
読
み
が
必
要
で
、
利
益

の
圧
迫
に
繋
が
る
。
物
価
ス
ラ

イ
ド
の
対
応
を
実
勢
価
格
に
近

く
し
、
速
や
か
に
行
っ
て
頂
き

た
い
。

【
発
注
時
期
の
平
準
化
に
つ
い

て
】

　
○
フ
レ
ッ
ク
ス
工
期
の
設
定

な
ど
、
年
間
の
発
注
時
期
を
平

準
化
す
る
こ
と
を
、
引
き
続
き

お
願
い
し
た
い
。
第
４
四
半
期

に
工
事
が
集
中
し
な
い
よ
う
、

分
散
し
た
発
注
を
お
願
い
す

る
。
発
注
時
期
を
平
準
化
す
る

こ
と
に
よ
り
、
閑
散
期
が
な
く

な
る
こ
と
を
希
望
す
る
。

【
Ｄ
Ｘ
な
ど
の
利
用
に
よ
る
工

事
書
類
の
簡
素
化
に
つ
い
て
】

　
○
Ｄ
Ｘ
に
よ
っ
て
工
事
・
記

録
写
真
等
を
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
で

対
応
さ
せ
て
頂
き
効
果
的
だ
っ

た
。
今
後
も
継
続
を
要
望
す

る
。
近
隣
向
け
に
設
置
す
る
屋

外
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
に

つ
い
て
も
実
施
し
、
更
新
の
手

間
が
省
け
て
効
果
的
だ
っ
た
。

た
だ
し
、
設
営
に
は
イ
ニ
シ
ャ

ル
コ
ス
ト
が
か
か
る
た
め
、
標

準
化
し
た
対
応
の
場
合
は
、
設

計
図
に
記
載
し
て
頂
き
た
い
。

【
施
工
時
の
質
疑
応
答
の
迅
速

化
に
つ
い
て
】

　
○
現
場
作
業
所
で
の
質
疑
回

答
の
多
く
は
、
設
計
図
に
関
す

る
事
項
で
あ
る
。
設
計
図
の
精

度
に
関
す
る
事
項
は
、
様
々
な

理
由
で
回
答
が
出
し
づ
ら
い
と

思
う
が
、
担
当
者
の
判
断
で
の

結
論
な
ど
で
迅
速
に
対
応
し
て

頂
き
た
い
。

【
そ
の
他
諸
課
題
に
つ
い
て
】

　
○
工
事
関
連
の
提
出
用
書
式

に
つ
い
て
、
旧
書
式
の
誤
使
用

と
記
載
事
項
の
欠
落
を
防
止
す

る
た
め
、
着
手
時
に
最
新
フ
ォ

ー
マ
ッ
ト
の
説
明
を
希
望
す

る
。

　
○
工
事
完
成
検
査
を
受
け
る

に
あ
た
り
、
現
場
事
務
所
も
含

め
た
仮
設
物
を
撤
去
し
な
い
と

検
査
を
受
け
ら
れ
な
い
事
象
が

あ
る
が
、
現
場
の
事
務
所
は
残

し
て
頂
き
た
い
。
も
し
不
可
な

ら
ば
、
現
場
事
務
所
の
み
を
別

契
約
と
す
る
な
ど
で
お
願
い
し

た
い
。

【
意
見
交
換
会
出
席
者
】

〈
（
一
社
）
千
葉
県
空
調
衛
生

工
事
業
協
会
〉

　
▽
金
子
達
也
・
会
長
（
大
和

設
備
工
業
㈱
）
▽
板
橋
勇
二
・

副
会
長
（
東
洋
熱
工
業
㈱
）
▽

小
原
　
智
・
副
会
長
（
不
二
公

業
㈱
）
▽
池
田
　
潔
・
理
事

（
池
田
建
設
工
業
㈱
）
▽
岩
井

　
健
・
理
事
（
㈱
サ
ク
ラ
設

備
）
▽
小
島
直
樹
・
理
事
（
三

建
設
備
工
業
㈱
）
▽
鮫
島
功
一

・
理
事
（
千
葉
ア
ロ
ー
㈱
）
▽

山
下
裕
一
・
理
事
（
芝
工
業

㈱
）
▽
山
田
　
功
・
理
事
（
新

和
設
備
㈱
）
▽
長
谷
川
哲
由
・

常
務
理
事
（
（
一
社
）
千
葉
県

空
調
衛
生
工
事
業
協
会
）
▽
足

立
麻
紀
・
事
務
局
（
同
）

〈
県
県
土
整
備
部
〉

　
▽
麻
生
宗
明
・
次
長
▽
大
塚

生
一
・
技
術
管
理
課
長
▽
佐
野

成
寿
・
同
副
課
長
▽
髙
橋
俊
浩

・
建
設
・
不
動
産
業
課
長
▽
鈴

木
智
久
・
同
副
課
長
▽
白
壁
慶

積
・
営
繕
課
長
▽
安
元
　
勉
・

同
副
技
監
▽
鵜
澤
鶴
之
介
・
施

設
改
修
課
長
▽
小
深
山
浩
通
・

同
副
課
長
▽
泉
水
克
裕
・
都
市

整
備
局
住
宅
課
副
課
長
▽
上
野

　
暁
・
建
設
・
不
動
産
業
課
副

主
幹
（
随
行
）
▽
田
中
　
健
・

同
主
査
（
同
）
▽
鎌
田
修
平
・

住
宅
課
県
営
住
宅
設
備
班
長

（
同
）

市
場
調
査
手
続
き
開
始　

日建設計の基本設計における施設配置イメージ

Ａ棟とＢ棟の建設地はイオンスタイ
ル幕張ベイパークビレッジ３の西側

Ｃ棟とＤ棟の建設地はイオンスタイ
ル幕張ベイパークビレッジ４の西側

両敷地の間に千葉市道
若葉６号線が通る

　
木
更
津
市
は
11
日
、
吾
妻
公

園
に
お
け
る
民
間
活
力
導
入
に

向
け
た
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市

場
調
査
の
実
施
要
領
な
ど
を
公

表
し
た
。
２
０
２
８
年
度
の
供

用
開
始
を
目
指
し
て
吾
妻
公
園

の
再
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と

に
伴
い
、
一
部
区
画
へ
の
民
間

活
力
導
入
に
よ
る
集
客
施
設
の

整
備
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て

い
る
。
市
場
調
査
に
お
い
て
専

門
的
な
知
見
を
有
す
る
民
間
事

業
者
か
ら
の
意
見
や
提
案
を
募

り
、
集
客
施
設
の
内
容
、
文
化

芸
術
施
設
お
よ
び
公
園
を
含
め

た
管
理
運
営
方
法
、
公
募
条
件

な
ど
を
検
討
す
る
。

　
調
査
対
象
者
は
、
民
間
集
客

施
設
の
設
置
・
運
営
事
業
や
、

文
化
芸
術
施
設
お
よ
び
公
園
を

含
む
管
理
運
営
な
ど
に
つ
い
て

事
業
主
体
と
し
て
関
心
と
意
欲

を
有
す
る
法
人
ま
た
は
法
人
の

グ
ル
ー
プ
。

　
意
見
・
提
案
を
求
め
る
内
容

は
、
想
定
す
る
民
間
集
客
施

設
、
事
業
手
法
・
事
業
ス
キ
ー

ム
、
事
業
期
間
、
官
民
の
役
割

分
担
や
行
政
に
求
め
る
支
援
な

ど
。

　
今
後
は
、
19
日
に
質
問
を
締

め
切
り
、
26
日
に
回
答
。
27
日

〜
12
月
４
日
に
参
加
申
し
込
み

を
受
け
付
け
、
12
月
11
日
ま
で

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
シ
ー
ト
の
提

出
を
求
め
、
16
〜
26
日
に
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
。
25
年
３

月
に
結
果
を
公
表
す
る
予
定
。

　
吾
妻
公
園
は
、
吾
妻
１
―
４

に
所
在
。
敷
地
面
積
は
４
万
１

２
０
０
㎡
。

　
公
園
再
整
備
の
内
容
は
▽
文

化
芸
術
施
設
＝
４
階
建
て
、
延

べ
床
面
積
約
８
３
０
０
㎡
、
７

０
０
席
程
度
の
ホ
ー
ル
・
図
書

館
・
中
央
公
民
館
の
複
合
施
設

（
指
定
避
難
所
）
▽
大
屋
根
広

場
＝
面
積
約
１
３
５
０
㎡
▽
屋

外
広
場
＝
可
能
な
限
り
広
く
確

保
▽
交
通
公
園
＝
約
３
０
０
０

㎡
▽
駐
車
場
＝
約
４
３
０
台
▽

遊
具
エ
リ
ア

―
な
ど
。

　
集
客
施
設
に
関
し
て
は
、
公

園
利
用
者
の
利
便
性
向
上
に
寄

与
ま
た
は
、
公
園
来
訪
の
目
的

と
な
る
も
の
と
し
て
、
カ
フ

ェ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ド
ッ
グ
ラ

ン
、
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ト
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
例

示
。
建
蔽
率
は
公
園
面
積
の
２

％
で
、
８
２
４
㎡
程
度
が
上
限

と
な
る
。

　
吾
妻
公
園
お
よ
び
文
化
芸
術

施
設
は
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
含

む
団
体
に
よ
る
一
体
的
な
管
理

運
営
、
ま
た
集
客
施
設
に
つ
い

て
は
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ｐ
Ｆ
Ｉ
や
設

置
管
理
許
可
を
想
定
し
て
お

り
、
市
場
調
査
を
通
じ
て
最
適

な
手
法
を
検
討
す
る
。

　
集
客
施
設
に
関
す
る
事
業
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
▽
25
年
度
＝
事

業
者
公
募
準
備
▽
26
年
度
＝
事

業
者
公
募
・
選
定
▽
27
年
度
＝

設
計
・
建
設
▽
28
年
度
以
降
＝

運
営
・
管
理

―
の
見
込
み
。

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル

施
工
者
は
池
田
工
建

　

美
浜
区
に
複
合
施
設
４
棟

　
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
㈱
（
千
葉

市
美
浜
区
中
瀬
１
―
５
―
１
）

は
千
葉
市
美
浜
区
若
葉
３
―
２

―
７
ほ
か
に
、
Ｓ
造
平
屋
建

て
、
床
面
積
２
６
４
６
・
92
㎡

の
飲
食
店
を
主
と
し
た
複
合
施

設
「
（
仮
称
）
幕
張
ベ
イ
パ
ー

ク
２
期
Ａ
〜
Ｄ
棟
」
を
新
築
す

る
。
施
工
者
は
、
池
田
工
建
㈱

（
干
葉
市
若
葉
区
源
町
１
０

９
）
。
Ａ
棟
と
Ｂ
棟
は
こ
の
ほ

ど
着
工
し
、
年
度
内
の
完
成
を

予
定
。
Ｃ
棟
と
Ｄ
棟
に
つ
い
て

は
、
早
け
れ
ば
12
月
に
着
工

し
、
２
０
２
５
年
８
月
30
日
の

完
成
を
目
指
す
。

　
Ａ
棟
と
Ｂ
棟
の
建
設
地
は
、

イ
オ
ン
ス
タ
イ
ル
幕
張
ベ
イ
パ

若
葉
３
―
２
―
16
）
は
、
20
年

４
月
13
日
に
開
業
し
た
。
敷
地

面
積
は
約
１
万
５
３
０
０
㎡
。

建
物
は
ビ
レ
ッ
ジ
１
・
３
・
４

が
Ｓ
造
平
屋
建
て
、
ビ
レ
ッ
ジ

２
が
Ｓ
造
２
階
建
て
で
、
延
べ

床
面
積
は
６
０
４
９
・
44
㎡
。

木更津市 吾妻公園に民間活力導入

　
県
県
土
整
備
部
は
12
日
、
第

５
１
３
回
開
発
審
査
会
を
開
催

し
た
。
我
孫
子
市
布
佐
字
北
原

地
８
３
４
―
７
の
一
部
ほ
か
に

お
け
る
医
療
法
人
社
団
創
造
会

（
我
孫
子
市
布
佐
８
３
４
―

28
）
に
よ
る
創
造
会
メ
デ
ィ
カ

ル
プ
ラ
ザ
本
館
の
一
部
の
用
途

変
更
な
ど
２
件
が
同
意
さ
れ

た
。

　
医
療
法
人
社
団
創
造
会
に
よ

る
用
途
変
更
の
諮
問
者
は
我
孫

子
市
長
。
創
造
会
メ
デ
ィ
カ
ル

プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
本
館
の
一

部
、
延
べ
床
面
積
３
３
８
７
・

87
㎡
を
介
護
医
療
院
に
用
途
変

更
す
る
。
建
物
全
体
の
概
要
は

Ｒ
Ｃ
造
一
部
Ｓ
造
地
下
１
階
地

上
５
階
建
て
、
建
築
面
積
５
７

９
８
・
78
㎡
、
延
べ
床
面
積
１

万
６
８
４
４
・
73
㎡
。
病
院
部

分
は
１
万
３
４
５
６
・
86
㎡

で
、
そ
の
う
ち
５
１
４
・
56
㎡

は
、
介
護
医
療
院
と
病
院
の
共

用
と
な
る
。

　
㈱
オ
ア
シ
ス
・
イ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
高
知
県
高
知
市
針
木

東
町
26
―
54
）
は
、
四
街
道
市

栗
山
字
浅
間
８
０
５
―
１
の
一

部
ほ
か
で
建
築
行
為
を
行
う
。

諮
問
者
は
印
旛
土
木
事
務
所

長
。
申
請
地
は
主
要
地
方
道
千

葉
臼
井
印
西
線
、
四
街
道
市
道

０
２
０
０
５
号
線
沿
い
で
、
ジ

ョ
イ
フ
ル
四
街
道
店
北
東
側
の

敷
地
面
積
１
２
２
・
89
㎡
。
地

目
は
山
林
、
雑
種
地
。
敷
地
南

側
に
軽
量
Ｓ
造
平
屋
建
て
、
建

築
面
積
お
よ
び
床
面
積
24
・
84

㎡
の
防
犯
管
理
棟
を
建
設
す

る
。

業
費
は
約
７
６

５
億
円
（
前
半

約
４
１
３
億

円
、
後
半
約
３

５
２
億
円
）
。

　
財
政
収
支
計

画
に
お
い
て

は
、
九
十
九
里

地
域
と
南
房
総

地
域
の
供
給
単

価
に
差
が
あ
る

現
状
を
踏
ま

え
、
統
合
後
10

年
間
に
わ
た
っ

て
地
域
別
に
区

県県土整備部

創造会の用途変更な　
　ど

開発審査会が２件審議

間
に
千
葉
市
道
若
葉
６
号
線
が

通
っ
て
い
る
。
ま
た
、
西
側
に

は
同
ひ
び
野
幕
張
町
線
が
接
し

て
い
る
。

　
建
物
の
予
定
規
模
は
▽
Ａ
棟

＝
建
築
面
積
２
３
４
・
25
㎡
、

床
面
積
２
３
２
㎡
、
高
さ
８
・

２
６
５
ｍ
▽
Ｂ
棟
＝
建
築
面
積

４
０
５
㎡
、
床
面
積
４
０
０
・

５
㎡
、
高
さ
７
・
６
ｍ
▽
Ｃ
棟

＝
建
築
面
積
２
８
３
・
９
㎡
、

床
面
積
２
８
１
・
65
㎡
、
高
さ

８
・
２
６
５
ｍ
▽
Ｄ
棟
＝
建
築

面
積
８
６
９
・
26
㎡
、
床
面
積

１
７
３
２
・77
㎡
、高
さ
９
・
９

ｍ
。Ａ
棟
と
Ｂ
棟
の
間
に
48
台
、

Ｃ
棟
と
Ｄ
棟
の
間
に
19
台
の
平

面
駐
車
場
を
設
け
る
計
画
。

　
な
お
、
隣
接
す
る
イ
オ
ン
ス

タ
イ
ル
幕
張
ベ
イ
パ
ー
ク
ビ
レ

ッ
ジ
１
〜
４
（
千
葉
市
美
浜
区

ー
ク
ビ
レ
ッ

ジ
３
西
側
の

敷
地
面
積
３

１
９
２
・
15

㎡
。
Ｃ
棟
と

Ｄ
棟
の
建
設

地
は
、
同
ビ

レ
ッ
ジ
４
西

側
の
敷
地
面

積
２
９
０
８

・
57
㎡
。

　
両
敷
地
の

info
折れ線


